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1次選定 (10月、2地域)

2次選定

(～10月)

(11月～)

・観光庁、文化庁、環境省等の事業も
踏まえ、モデル観光地となりうる可
能性のある地域の考え方の整理

・ウリ、ヒト、コネの視点での課題の深
堀りと、国として必要な施策の具体化

<ウリ>の磨き上げ
・アート、食等コンテンツの発掘力
・ブランディング力の向上

<コネ>の強化
・JNTOの体制等検討

高付加価値旅行の市場分析と
目標値

<ヒト>人材育成事業
・トラベルデザイナー、
コンシェルジュの育成
・満足度の高いガイドの育成
・現場人材のスキル研修

現地調査

(2～3月)

検討委員会

観光庁において、高付加価値なインバウンド観光のモデルとなる観光地を選定(令和4年度後半)

検討体制と進め方(案)

〇 今後のモデル観光地における<ヤド>の具体的な課題や国の施策の検討に
必要な事例調査として、高付加価値な宿泊施設の誘致に意欲的な自治体の選
定や民間関係者との協議等のマッチング事業を推進。

〇 上記の取組を通じて得られた情報等を踏まえ、国の取組施策を提言。

〇 ウリ・ヒト・コネの視点から、モデル観光地づくりに向けて必要な国の施

策等を具体化するとともに、専門家の議論や現地派遣を通じて、課題と

国の取組施策を提言。

〇 また、高付加価値旅行市場の分析、将来目標値を検討。

実行チーム 顧客価値創造分科会(仮称)

(マッチング事業)
事例調査地域の選定

・各地域のヤドの整備課題を洗い出し
・専門家を交え、解決策や施策ニーズの整理
・各地域の整備可能性

アクションプランとりまとめ
・モデル観光地の選定基準
・国が取り組むべき重点施策 等

(5～6月)
(参考) 有望と考えられる

地域の整理

(第3回) 実行チーム・分科会の検討集約
・とりまとめ(骨子)

(1月下旬)
(第2回) 中間整理
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デービッド・アトキンソン (株)小西美術工藝社 代表取締役社長

阿部 佳 レ・クレドール インターナショナル名誉会員 / 明海大学 教授

梅澤 高明 A.T.カーニー 日本法人会長/ CIC Japan 会長

髙野 雅臣 （株）クリル・プリヴェ Founder & CEO

近衞 忠大 （株）curioswitch代表取締役CEO

鈴木 昭久 （公社）日本観光振興協会 副理事長

友井 俊介 （一社）不動産協会 リゾート事業委員会委員長

(東急不動産（株）ウェルネス事業ユニット ホテル・リゾート事業本部執行役本部長)

松嶋 一重 （株）日本政策投資銀行 常務執行役員

矢ヶ崎 紀子 東京女子大学 教授

山田 理絵 Urban Cabin Institute ハイエンド・ブランディング・プロデューサー

涌井 史郎 東京都市大学環境学部 特別教授

地方における高付加価値なインバウンド観光地づくり検討委員会

検討委員会委員
＜五十音順・敬称略＞
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地方における高付加価値なインバウンド観光地づくり検討委員会

＜五十音順・敬称略＞実行チームメンバー

デービッド・アトキンソン (株)小西美術工藝社 代表取締役社長

梅澤 高明 A.T.カーニー 日本法人会長/ CIC Japan 会長

髙野 雅臣 （株）クリル・プリヴェ Founder & CEO

郡山 善信 （一社）不動産協会 リゾート事業委員会委員

（三井不動産(株)ホテル・リゾート本部 ホテル・リゾート事業二部長）

永原 聡子 アトリエラパズ(株)代表取締役

松嶋 一重 （株）日本政策投資銀行 常務執行役員

涌井 史郎 東京都市大学環境学部 特別教授

伊与田 美歴 日本政府観光局(JNTO)  市場横断プロモーション部長

梅澤 高明 A.T.カーニー 日本法人会長/ CIC Japan 会長

髙野 雅臣 （株）クリル・プリヴェ Founder & CEO

末吉 孝弘 ザ・キャピトルホテル東急 総支配人

住吉 真矢子 レ・クレドール ジャパン プレジデント / パレスホテル東京 チーフコンシェルジュ

八田 誠 (一社)金沢市観光協会 副理事長兼専務理事

原 忠之 セントラルフロリダ大学ローゼン・ホスピタリテイ経営学部 准教授

山田 理絵 Urban Cabin Institute  ハイエンド・ブランディング・プロデューサー

顧客価値創造分科会(仮称)メンバー (調整中) ＜五十音順・敬称略＞
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